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XRISM衛星に搭載されるResolveは、50 mKの極低温で動作する 6×6ピクセルのマイクロカロリメータアレイ
と焦点距離 5.6 mの多重薄板X線望遠鏡から成り、2023年 9月 7日に打ち上げられた。軌道上でResolve検出部
は 50 mK まで冷却、∼5 eVのエネルギー分解能で観測を継続している。本講演ではResolveの現状を報告する。


